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＜目的＞本研究は住宅の台所計画において未だに着手されていない厨芥の問題を解決する

ために台所内のゴミ容器について検討する。即ちその種類と所有数、平均容量、ゴミ処理
行為とその回数などゴミ容器の使用状況から厨芥の搬出経路のタイプ分けを行なう。

＜調査の概要＞アンケートの調査項目は①親と子への環境問題意識②Iゴミ容器の使用実態

③調理行為と台所平面図の記載の各部分から成る。対象は小学生の子供をもつ主婦1  96
人で、子供への質問とゴミ容器の計測を含む。実施時期は1990年の7 ～9 月である。

＜結果と考察＞①ゴミ容器の平均数はジンク内1.51 個、台所1.60 個、屋外1.56個であった。

②ジンク内は三角ｺｰf 一約60 ％、ｽﾄﾚｰﾄ 約８０％の所有率で両者の併用がみられた。③台

所内のゴミ容器の所有率は生ゴミ用6  0 ％。紙用8  2 ％、瓶・缶用1  9 ％であった。④屋外

のゴミ容器の所有率は生ゴミ用74 ％、紙用5 ％、瓶・缶用7  8% と特徴的な傾向を示して

いた。⑤各ゴミ容器の平均容量はジンク内の生ゴミ用3  以。台所の生ゴミ用2  3 な、紙用

2 0 霖、瓶・缶用1  8 賢。屋外の生ゴミ用9  S 靫、紙用1     O 霖、瓶･缶用7'U であった。⑥

ジンクの生ゴミは8  o ％以上が＜a  .   1日１回以上調理後や夜に処理＞されていた。台所
の生ゴミ､紙ゴミは共に＜ａ＞と＜b.    2～３日に１回のゴミ収集日に処理する＞ｸn- アに

分かれた。瓶・缶については大半が＜収集日に処理＞していた。⑦以上から、ゴミの搬出経。

路の主なタイプとその頻度を求め以下に示す。生ゴミＩ（流→台４ 外→集）34 ％、n  (

<m.-ﾀ 台゙→集）2  3% 、m  流→外→集）35 ％。紙ゴミｖ（台４ 外→集）56 ％、VI （台

→集）40 ％。瓶・缶ｖ（台→外→集）1  7  ％、VI (台→集）1  9 ％、Ⅶ（外→集)   5 8％。
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＜ 目 的 ＞ そ の １ に 続 き、 台 所 平 面 に お け るゴ ミ 容 器 の 位 置 を 求 め る た め に、 食 品 と 容 器 の

処 理 状況 、 及び 調理 行 為 と 調 理 場所 の 関 係、 容 器 数 を 支 配 す る 要因 な ど につ い て検 討 す る．

＜ 調 査 の 概 要 ＞ そ の １ の ③ の 調 査項 目 で あ り、 調 理 行 為 で 発 生 す るゴ ミ の処 理 状況 を把 握
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家 庭 の 台 所 平 面 図 を 記 載 さ せ そ の 図 中

に 、 調 理 行 為 の 場 所 、 ゴ ミ 容 器 の 位 置 を 記 入 さ せ

た 。 な お 台 所 平 面 図 の 有 効 デ ー タ 数 は1  8  5 で あ っ た 。
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装紙であった。対缶の油･卵液はｽﾄﾄi- に流されていた。卵殻･ﾀﾏﾈぐ 外皮は生ゴミとして三
角］-i-に、ド ンの耳・小麦粉・がﾝ粉の残りは準生ゴミ扱い

がされてい｡た。油は比較的自家処
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・b 調味加工･  c 仕上げ
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り 勺i6o ％、c は調
理台82 ％であった。特にDK ではテリ 鴻が多用されていた。④台所内のゴミ容器の位置は
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